
様式１

⽂化庁⻑官　殿

 １．事業名

 ２．事業期間

（時間外連絡先）

□ □

□ □

確認事項

必ずどちらかにチェックを⼊れてください↓

消費税等仕⼊れ控除税額の取扱い 課税事業者　　 免税事業者及び
簡易課税事業者

交換プログラム（任意）活動 実施予定あり 実施予定なし

E-mail

【担当者連絡先】
（ふりがな）

担当者所属

電話

担当者⽒名

住所 〒

団体名
代表者職・⽒名

標記補助⾦の交付を受けたいので、補助⾦等に係る予算の執⾏の適正化に関する法律(昭和30年法律第179
号)第5条の規定により、下記のとおり応募します。

記

令和　年　⽉　⽇　〜　　令和　年　⽉　⽇

令和6年度
アーティスト・イン・レジデンス型地域協働⽀援事業　【補助⾦交付要望書】

令和　年　⽉　⽇

住所



【２－１．ＡＩＲ事業の⽬的及び内容（全体）】

中⻑期的な団体としての展望

③ＡＩＲ事業の全体概要（補助対象外事業を含む）
ＡＩＲ事業の趣旨、⽬的

①ＡＩＲ事業名

団体ウェブサイト

事業成果アーカイブ

②ＡＩＲ団体等との連携実績及び予定

別紙１のとおり



ＡＩＲ事業の全体構成



様式2‐2

【２－２．補助事業の⽬的及び内容（必須プログラム）】

⼈ 別紙２－１No.（　　　　　　　　　　　　　　　　 )

⼈ 別紙２－１No.（　　　　　　　　　　　　　　　　 )

（ⅰ）海外のＡＩＲ実施団体と交換プログラムを実施、計画進⾏中もしくは計画を構想している国内のＡＩＲ実施団体
が、 外国⼈アーティスト等を招へいし、国内アーティストや地域住⺠等との連携や協働を⾏いながら実施する滞在型の創作活
動⽀援

補助事業の内容

①補助事業の概要
補助事業の趣旨、⽬的

プログラム／プロジェクトディレクター、コーディネーター名（略歴を別添すること）

①プログラムの名称︓

プログラムの概要（簡
潔に）

招へいするアーティスト
の⼈数と詳細

滞在創作活動の具体
的な内容

プログラムの概要（簡
潔に）

招へいするアーティスト
の⼈数と詳細

滞在創作活動の具体
的な内容

②プログラムの名称︓



様式2‐2

⼈ 別紙２－１No.（　　　　　　　　　　　　　　　　 )

別紙２－１のとおり

□ 公募 ）

）

招へい者情報

③プログラムの名称︓

滞在創作活動の具体
的な内容

　招へい者No.（　　　

プログラムの概要（簡
潔に）

招へいするアーティスト
の⼈数と詳細

招へい者の応募
条件

招へい者の選考
⽅法 □

その他
（選考⽅法を

記載）
　招へい者No.（



様式2‐2

〇派遣先負担（※当団体）

③プログラムの名称︓

招へい者への⽀援
内容（交換プログラム
による招へいの場合は
相⼿団体が負担する
経費も記載）

〇派遣元負担

〇派遣先負担（※当団体）

招へい期間終了後の
招へい者へのフォロー
アップ⽅法

②プログラムの名称︓
〇派遣元負担

①プログラムの名称︓
〇派遣元負担

〇派遣先負担（※当団体）



様式2‐2

⼈ ⼈

□ 公募 ）

）

《①のうち補助対象になる⼈数》
②

滞在期間終了後の滞
在者へのフォローアップ
⽅法

滞在者の選考⽅法
□

その他
（選考⽅法を

記載）

滞在者への⽀援
内容

滞在者の応募条件

招へい外国⼈アーティストの滞在期間と同時期に滞在・交流し滞在創作活動を⾏う国内アーティスト等について

滞在者情報
別紙２－２のとおり

※上記の「招へい者数」と別紙の記載が⼀致するよう、公募による招へい等で滞在者が未定の場合で
あっても、別紙には可能な範囲で必ず記載（「公募のため未定」など）をしてください。

　滞在者No.（　　　　　　　　　　　　　　　　

　滞在者No.（

以下の項⽬は②に該当する⽅について記載してください。

同時期に滞在・活動
する意義

滞在創作活動の具体
的な内容

①招へい者数



様式2‐2

②イベントを開催することにより⽬指す効果（幅広い参加者が得られるような広報・発信等の⼯夫を含めて記載する
こと。）

①開催するイベントの内容・開催⽅法等（予定しているイベントごとにすべて記載すること。また、参加者の満⾜度が
⾼められるような⼯夫があれば、記載すること。）

（ⅱ）招へいした外国⼈アーティスト等の滞在中に、地域住⺠をはじめ広く⼀般を対象として、⽂化芸術に触れる
機会を提供するためのイベント等の開催



様式2‐3

【２－３．補助事業の⽬的及び内容（任意プログラム）】

□ 公募 　派遣者No.（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

交換派遣プログラム活動⽀援
　　【海外のＡＩＲ実施団体との交換プログラム活動を相⼿国において実施するための海外への交換派遣を⽀援する
取組】

派遣者の応募
条件

派遣期間終了後の派
遣者へのフォローアップ
⽅法

①補助事業の概要
補助事業の内容

〇派遣元負担（※当団体）

〇派遣先負担

派遣者への⽀援
内容（交換プログラム
による派遣の場合は
相⼿団体が負担する
経費も記載）

⼈

①プログラムの名称︓

派遣⼈数

派遣者情報
別紙２－３のとおり

※上記の「派遣者数」と別紙の記載が⼀致するよう、公募等により派遣者が未定の場合であっても、別
紙には可能な範囲で必ず記載（「公募のため未定」など）をしてください。

派遣者の選考
⽅法 □

その他
（選考⽅法を

記載）
　派遣者No.（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



様式2‐4

【２－４．補助事業の効果、計画】

⼈

補助事業を実施することにより期待する地域への波及効果
（⽂化芸術活動への理解の促進、⽂化芸術による地域課題解決への寄与、地域住⺠等の創造性の向上などの内容について具体的に記載
してください。）

地⽅公共団体や⽂化芸術団体、アーティスト、地域住⺠等との連携・協働の内容
（様式２－２のプログラムごとの連携・協働の内容を含め、補助事業全体としての連携・協働内容を記載してください。）

効果測定
（１）外国⼈アーティスト等やイベント参加者の参加満⾜度
⽬標値 ％

⽬標値の設定根拠

（２）AIR受⼊希望者（問い合わせしてきた国内外アーティスト）の数
⽬標値 ⼈
参考︓前年度実績値

⽬標値の設定根拠



様式2‐4

⽬標値 件
（３）外国⼈アーティストが滞在中に交流・連携した団体数

⽬標値の設定根拠

（４）外国⼈アーティストがＡＩＲプログラムを通じて交流した地域住⺠の累計数
⽬標値 ⼈

⽬標値の設定根拠

（５） 【独⾃⽬標】
⽬標値

⽬標値の設定根拠

（５） 【独⾃⽬標】

⽬標値

⽬標値の設定根拠

（５） 【独⾃⽬標】

⽬標値

⽬標値の設定根拠



（収⼊） （単位︓円）
予定額 備考

0

0

0

0

0

0

（⽀出）

0 円
⽀出の「総額（A3＋B）」

※収⼊の「総額（イ＋ロ＋ハ）」と⽀出の「総額（A3＋B）」は同額となること。

（単位︓円）

　補助対象経費合計  Ａ３ ※消費税等仕⼊控除前
円

　消費税等仕⼊控除税額計 Ｃ
円

　補助対象経費計 D
 ※課税業者は税額を控除する（A3）-（C），免税事業者及び
簡易課税事業者は（A３） 円

　補助対象外経費計 B
円

区   分

申請者⾃⼰負担額（イ）

収
⼊

【補助⾦・助成⾦】

【寄附⾦・協賛⾦】

                うち国(⽂化庁以外)

                うち○○市

                うち○○⽂化財団

【広告料】

                うち助成財団等

                うち（団体名を記載）

⽂化庁から交付を受けようとする補助⾦の額（ハ）

収⼊の「総額（イ＋ロ＋ハ）　」

【その他収⼊】
　　　　　　　　うち（⼊場料収⼊等）

⼩計（ロ）

うち



（⽀出） （単位︓円）
区分 細⽬ 必須プログラム（i） 必須プログラム（ⅱ） 任意プログラム 決算額合計

国際航空賃 0 0 0 0

国内交通費 0 0 0 0

滞在費 0 0 0 0

会場費 0 0 0

創作活動費 0 0 0 0

⽂芸費 0 0 0

謝⾦ 0 0 0

宣伝費 0 0 0

印刷費 0 0 0

運搬費 0 0 0

諸経費 0 0 0

その他 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

国際航空賃 0 0 0 0

国内交通費 0 0 0 0

滞在費 0 0 0 0

会場費 0 0 0

創作活動費 0 0 0 0

⽂芸費 0 0 0

謝⾦ 0 0 0

宣伝費 0 0 0

印刷費 0 0 0

運搬費 0 0 0

諸経費 0 0 0

その他 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

会場費・創作活動費
⽂芸費

合   計（F）

謝⾦・宣伝費・印刷費等

旅費

謝⾦・宣伝費・印刷費等

⼩   計（Ｃ）

補
助
対
象
外
経
費

⼩   計（Ｃ）

消費税及び地⽅消費税に
係る仕⼊控除税額

補助対象経費計（Ｄ）

補
助
対
象
経
費

旅費

諸経費

諸経費

会場費・創作活動費
⽂芸費



【 内訳書 】 

補助対象外経費計
0

消費税等仕⼊控除税額
0

（⽀出の部） 0 （単位︓円）

区分 細⽬ 別紙NO. ⽀出先 内　　訳 （単価） ×（数量）（単位）×（数量）（単位）＝ (⾦額) 補助
対象外

課税
対象外

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

45
46
47
48
49
50

39
40
41
42
43
44

33
34
35
36
37
38

27
28
29
30
31
32

21
22
23
24
25
26

15
16
17
18
19
20

9
10
11
12
13
14

5
6
7
8

うち課税対象外経費
0

No.

1
2

必須プログラム（i）
（ⅰ）海外のＡＩＲ実施団体と交換プログラムを実施、計画進⾏中もしくは計画を構想している国内のＡＩＲ実施団体が、 外国
⼈アーティスト等を招へいし、国内アーティストや地域住⺠等との連携や協働を⾏いながら実施する滞在型の創作活動⽀援

補助対象経費計 ⽀出合計
0 0

3
4



【 内訳書 】 

補助対象外経費計
0

消費税等仕⼊控除税額
0

（⽀出の部） 0 （単位︓円）

区分 細⽬ 別紙NO. ⽀出先 内　　訳 （単価） ×（数量）（単位）×（数量）（単位）＝ (⾦額) 補助
対象外

課税
対象外

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

必須プログラム（ii）
（ⅱ）招へいした外国⼈アーティスト等の滞在中に、地域住⺠をはじめ広く⼀般を対象として、

⽂化芸術に触れる機会を提供するためのイベント等の開催

50

41
42
43
44
45
46
47
48
49

32
33
34
35
36
37
38
39
40

23
24
25
26
27
28
29
30
31

14
15
16
17
18
19
20
21
22

5
6
7
8
9
10
11
12
13

⽀出合計
0

No.

1
2
3
4

補助対象経費計
0

うち課税対象外経費
0



【 内訳書 】 

補助対象外経費計
0

消費税等仕⼊控除税額
0

（⽀出の部） 0 （単位︓円）

区分 細⽬ 別紙NO. ⽀出先 内　　訳 （単価） ×（数量）（単位）×（数量）（単位）＝ (⾦額) 補助
対象外

課税
対象外

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

任意プログラム 
海外のＡＩＲ実施団体との交換プログラム活動を相⼿国において実施するための海外への交換派遣を⽀援する取組

46
47
48
49
50

37
38
39
40
41
42
43
44
45

28
29
30
31
32
33
34
35
36

19
20
21
22
23
24
25
26
27

10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9

No.

補助対象経費計 ⽀出合計
0 0

うち課税対象外経費
0



様式４

【４．応募団体の概要等】
（１）　団体概要

勤務形態
（任期） 勤続年数

勤務形態
（任期） 勤続年数

勤務形態
（任期） 勤続年数

（２）　組織図

団体の名称
（ふりがな）

代表者
(役職)　
(ふりがな)
(⽒名)

所在地
〒 団体設⽴年⽉

年 ⽉

会計責任者
職名 ⽒名

プログラム・プロ
ジェクトディレク
ター／コーディ
ネーターなど

職名（担当） ⽒名

監査責任者
職名 ⽒名



様式４

（３）　体制変遷
2024 2023 2022 2021 2020

（４）　将来的な⾃⾛化を⾒据えた団体運営、事業運営⾯の⼯夫

地⽅公共団体、
地元企業、⽂化
団体等との連携
協⼒の状況
（2024年2⽉現
在）

教育機関（⼤
学、⼩中⾼）との
連携協⼒の状況
（2024年2⽉現
在）

地域住⺠、ボラン
ティアなどとの協働
の取り組みの状況
（2024年2⽉現
在）

団体運営⾯での⼯夫（地⽅公共団体や⺠間団体等の外部資⾦の確保など）

年度

⾮常勤
業務委託

常勤

事業運営⾯での⼯夫


